
Ⅵ　生活排水処理

１．生活排水（し尿・浄化槽汚泥）処理の現状

 (1)　収集運搬

　　現在、し尿収集は全面委託の体制とし、し尿浄化槽汚泥の収集は許可業者が実施

　している。

　　近年の収集状況について、し尿収集量は下水道の普及により年々減少の傾向にあり、

　し尿収集車両の減車が行われている。

　　また、浄化槽汚泥の収集量についても年々減少の傾向がみられる。

 (2)　処理施設

　　昭和５６年２月に稼働した東部クリーンセンター（３００ｋℓ／日）において処

　理をしている。

　　この処理施設は、地下方式を採用し、周辺との景観に配慮した上で処理水質の向

　上、臭気対策等厳しい公害対策を講じている。

　　さらに、周辺地域の住環境の向上と調和を図るために周辺施設を公園化し、地域

　住民をはじめ広く市民の憩いの場・健康づくりの場として活用できるよう各種スポ

　－ツ施設・集会所・老人福祉センターを設置し、地域の文化施設の核としての位置

　づけされた施設を兼ね備えている。

　　また、現状の処理施設について、長年使用により設備の機能が低下してきている

　ものについては、計画的に施設整備を実施している。　

 (3)　今後の問題点

　　下水道の普及が進み、し尿・浄化槽汚泥が減少した時に処理等について新たな施

　設の維持管理が必要になって来る。

 (4)　生活排水処理基本計画　（し尿処理計画：旧名称）

　　平成３年度事業として、前述の問題解決の方向性等を定めた生活排水処理基本計

　画を策定した。

　　この計画は、生活排水（し尿・浄化槽汚泥）の処理だけに絞ったものではなく、

　図(次ページ）のような体系のもとに位置づけされ、生活排水対策推進計画と密接

　な関係をもっている。
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　生活排水処理基本計画体系図

　

廃棄物処理法 松 戸 市 長 期 構 想 水質汚濁防止法

国・県の指針等 国・県の指針等

松戸市総合５か年計画

水 環 境 管 理 基 本 計 画

生活排水処理基本計画

計 画 目 標 ・ 基 本 方 針

生 活 排 水 処 理 体 系 生活排水対策推進計画

基 本 計 画

　そ の 他　関 連 計 画

 ○　発生・排出管理計画     下　水　道　計　画

 ○  収集運搬計画 　  河 川 整 備 計 画 等

 ○  処理処分計画

 ○  事業運営計画

生 活 排 水 処 理 事 業 の 実 施

-61-



分

平 成 １ ８ 年 度 し 尿 ・ 浄 化 槽 汚 泥 フ ロ ー シ ー ト

総し尿・浄化槽汚泥収集量 50,299.3 ㎘ うち松戸市 41,202.3 ㎘

収　　集 処　　理 処　　分

委託収集

し尿 東部クリーンセンター 最終処分場（市外）

6,642.7 ㎘ 清掃汚泥
し尿 6,932.0 ㎘ 21.0 t

許可業者収集
浄化槽
汚泥 47,411.5 ㎘ 焼却処理施設（市内）

浄化槽汚泥
し渣・脱水汚泥

34,559.6 ㎘ 合計 54,343.5 ㎘ 1,907.8 t

野 田 市
堆肥化工場（市外）

脱水汚泥
528.8 t

浄化槽汚泥

9,097.0 ㎘

参　考　：　日平均収集量（松戸市分）

し　　　　尿 浄 化 槽 汚 泥 合　　　　計

収 集日平均暦 日 平 均収集日平均暦 日 平 均収集日平均暦 日 平 均

22.4 18.2 116.8 94.7 139.2 112.9
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